
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「石原よしのり市政報告会」 
統一地方選挙と 6月議会の報告、意見交換 

日時： 7月 7日（日）17:00～19:00 

場所： アイリンク会議室（市川駅南口、タワーズイースト３階行政サービスセンター内） 

お気軽にお出かけください。（入場無料です） 

第 54号 2019/6/28 

 

5 

 

市川市議会議員 

  

  
  

  

4月 21日に市議会議員選挙が行われ、42人の議員が決まりました。 

投票率は 33.23％と、本市の市議会議員選挙では過去最低、千葉県内の市町村議会議員

選挙でも最低の投票率となってしまいました。投票率が低くなると、組織票を持つ候補

者が有利になり、浮動票に支えられる市民派の候補者には不利になります。その結果、

一般の市民の声はますます市政に反映されにくくなってしまいます。 

間近に迫った参議院選挙では、みなさんにぜひ投票に行っていただきたいと思います。 
 
    

市長が「デジタルトランスフォーメーション」という方針を打ち出しました。 

みなさん、どういう意味かご存知ですか。私はこんな言葉は知りませんでした。   

IT技術を使って仕事や生活を根本から変革するという意味だそうです。 

各方面の IT系企業と提携し、外部専門家を起用して改革を進めていくようです。さし

あたり、税金関係のコンピューターシステムの更新、虐待防止システムの構築、市役所

のワンストップサービス提供などから、将来的には、環境や福祉レベルを上げることや、

インターネットで 24時間申請や手続きが可能となる電子自治体をめざすとしています。 

これから IT関係に多額の支出が見込まれますので、しっかりチェックしていきます。 
 

5月に市長一行がイタリアに出かけ、カゼルタ市と自治体連携協定を結んできました。  

一種の姉妹都市ですが、市民交流や文化交流はせず、行政の一定の業務分野に絞って   

協力していくものです。今回は遺跡の保存活用と食文化に関してということです。 

また、エストニアのパルヌ市とも IT分野の自治体連携協定を結ぶことにし、市長と職

員たちがエストニアに行くことも決まっています。エストニアは世界一の電子政府とし

て有名なので、本市のデジタルトランスフォーメーション政策に寄与するというのです。 

みなさん、こういった動きをどう思いますか？ 一緒に考えていきましょう。 

 

 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
石原よしのり 6 月議会での一般質問 
 

1. 消防団について 

地域のボランティア消防組織である消防団は、団員の減少や高齢化が進み、活動の  

継続が危ぶまれる状況に直面しています。私たちが安心して暮らしていくためには、  

地域防災の要である消防団を維持強化することが重要です。団員のやる気が出るような

役割を任せることと、女性や大学生などを積極的に受け入れることで、早急に再活性化

と強化を図っていくことを訴えました。 
 

2. 包括・連携協定について 

市川市は、昨年から多くの企業や大学などと矢継ぎ早に連携協定を結んできました。

市民サービス向上のために積極的に外部や民間の力を取り入れるという目的は否定しま

せんが、しっかりコントロールできなければ本市が相手の商売に利用されるだけです。

信用力と膨大な個人情報など行政の持つ強みを自覚し、Win-Winの成果を上げるよう 

警鐘を鳴らしました。 
 

3. 東山魁夷記念館について 

東山魁夷氏は、戦後市川市に居を構え 1999 年に亡くなるまで 50年以上にわたりここ

で数々の名画を制作されました。東山魁夷記念館は、ゆかりの品々を保存研究し、様々

な企画で東山作品を展示する市立の美術館です。優秀な学芸員たちに益々頑張ってもら

い市川の宝である東山魁夷記念館の拡充発展を図るよう訴えました。毎年 12月～1月に

開催される特別展はすばらしいので、みなさんぜひ足を運んでみてください。 
 

4. 赤レンガ建物について 

国府台にある赤レンガ建物は、明治時代に旧陸軍の武器庫として建てられた歴史的価

値のある建築です。市長方針である県から取得し保存活用する計画の進捗を質しました。

そして今からでも広く市民に紹介する PR活動などを進めるよう訴えました。赤レンガ建

物の見学会が開かれるときには、是非お出かけ下さい。 

 

 

連 絡 先 

 

本市は、市長と副市長の公用車に、米国テスラ社のセダン型とＳＵＶ型の電気自動車を

採用することを発表しました。本市の環境重視の姿勢を示すため、そして先進エネルギー

企業でもあるテスラ社と今後の連携を図りたいため、というのが理由です。 

しかし、1台 1千万円以上もする高額な外車にすることに批判も出ています。     

日産リーフではいけないのでしょうか？ 市民が納得する説明ができるのでしょうか？ 

〒272-0826市川市真間 4-11-C202 
TEL  :  047-710-0958 

FAX  :  047-710-0959 
 

メールアドレス：yoshinori.ishihara@gmail.com 
 

ホームページアドレス：http://ishihara-yoshinori.jp 
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